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住
友
化
学 10～12月期 石化部門が黒字化

　
住
友
化
学
の
業
績
が
急
回

復
し
て
い
る
。
10
～
12
月
期

（
３
Ｑ
）
の
コ
ア
営
業
利
益

は
５
２
９
億
円
を
計
上
し
、

18
年
度
３
Ｑ
以
来
２
年
ぶ
り

に
四
半
期
ベ
ー
ス
で
５
０
０

億
円
を
超
え
た
。
医
薬
品
の

治
験
結
果
や
業
績
影
響
の
精

査
で
二
つ
の
不
確
定
要
因
が

あ
る
た
め
、
通
期
の
コ
ア
営

業
利
益
予
想
は
昨
年
10
月
時

点
の
１
千
億
円
を
据
え
置
い

た
が
、
４
～
12
月
期
ま
で
に

１
０
７
０
億
円
を
計
上
し
て

お
り
、
通
期
で
ど
こ
ま
で
上

振
れ
す
る
か
注
目
さ
れ
る
。

過
去
最
高
益
を
上
げ
た
17
年

度
の
２
６
２
７
億
円
に
は
及

ば
な
い
だ
ろ
う
が
、
19
年
度

の
１
３
２
７
億
円
を
射
程
圏

内
に
収
め
前
年
度
比
増
益
を

視
野
に
入
れ
る
。

　
３
Ｑ
に
最
も
好
調
だ
っ
た

セ
グ
メ
ン
ト
は
医
薬
品
で
、

全
社
コ
ア
営
業
利
益
の
約
半

分
を
占
め
る
２
５
７
億
円
を

計
上
し
た
。
医
薬
品
は
１
Ｑ

と
２
Ｑ
に
そ
れ
ぞ
れ
２
４
５

億
円
を
上
げ
、
３
Ｑ
ま
で
の

累
計
で
全
社
利
益
の
約
７
割

に
相
当
す
る
７
４
７
億
円
の

コ
ア
営
業
利
益
を
稼
ぎ
出
し

て
い
る
。
ロ
イ
バ
ン
ト
社
と

の
戦
略
的
提
携
に
伴
う
販
管

・
研
究
費
の
増
加
や
国
内
薬

価
改
定
に
よ
る
減
益
要
因
は

あ
っ
た
が
、
北
米
で
の
統
合

失
調
症
改
善
薬
ラ
ツ
ー
ダ
の

販
売
増
加
や
国
内
で
の
糖
尿

病
治
療
薬
エ
ク
ア
・
エ
ク
メ

ッ
ト
の
拡
販
が
寄
与
し
た
。

４
Ｑ
で
の
２
件
の
不
確
定
要

素
も
上
振
れ
要
因
と
な
る
公

算
が
大
き
い
。

　
情
報
電
子
化
学
も
３
Ｑ
の

コ
ア
営
業
利
益
が
97
億
円
と

好
調
を
維
持
し
た
。
半
導
体

プ
ロ
セ
ス
材
料
の
高
純
度
ケ

ミ
カ
ル
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
関

連
は
フ
ォ
ト
レ
ジ
ス
ト
の
出

荷
が
増
加
。
半
導
体
市
場
の

伸
び
を
上
回
る
成
長
に
つ
い

て
、
岩
田
圭
一
社
長
は
「
得

意
と
す
る
Ａ
ｒ
Ｆ
液
浸
な
ど

ハ
イ
エ
ン
ド
な
製
品
が
伸
び

て
い
る
」
と
胸
を
張
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
機
能
材
料

は
３
Ｑ
に
ボ
ー
ナ
ス
が
出

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｌ
ｉ
Ｂ
セ

パ
レ
ー
タ
ー
や
合
成
ゴ
ム
な

ど
が
低
調
に
推
移
す
る
な
か

で
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
田
中

化
学
研
究
所
が
保
有
す
る
正

極
材
前
駆
体
に
関
す
る
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
Ｌ
ｉ
Ｂ
大
手
ノ

ー
ス
ボ
ル
ト
社
向
け
の
ラ
イ

セ
ン
ス
収
入
が
あ
り
、
同
セ

グ
メ
ン
ト
の
３
Ｑ
の
コ
ア
営

業
利
益
１
０
８
億
円
の
半
分

に
寄
与
し
た
。

　
１
Ｑ
に
１
９
９
億
円
、
２

Ｑ
に
１
１
４
億
円
と
大
幅
な

赤
字
が
続
い
た
石
油
化
学
セ

グ
メ
ン
ト
は
、
３
Ｑ
に
34
億

円
と
１
年
ぶ
り
の
黒
字
転
換

を
果
た
し
た
。
石
化
品
全
般

で
交
易
条
件
が
改
善
し
た
と

こ
ろ
に
、
ペ
ト
ロ
ラ
ー
ビ
グ

の
定
修
完
了
と
そ
の
後
の
安

定
高
稼
働
で
競
争
力
を
取
り

戻
し
た
。
岩
田
社
長
も
「
ポ

ス
ト
ラ
ツ
ー
ダ
と
と
も
に
当

社
グ
ル
ー
プ
の
２
大
リ
ス
ク

だ
っ
た
ペ
ト
ロ
ラ
ー
ビ
グ
が

自
力
で
稼
ぎ
、
収
益
を
支
え

る
柱
と
な
っ
た
こ
と
は
心
強

い
」
と
語
る
一
方
で
「
石
油

精
製
マ
ー
ジ
ン
次
第
で
は
収

益
を
大
き
く
損
ね
、
持
ち
分

法
損
益
も
悪
化
す
る
。
石
化

品
の
市
況
動
向
と
合
わ
せ
て

今
後
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。

　
こ
の
時
期
に
販
売
が
集
中

す
る
農
薬
の
需
要
回
復
度
合

と
円
高
の
進
行
状
況
も
懸
念

さ
れ
る
。
特
に
為
替
は
１
円

の
円
高
で
20
億
～
25
億
円
の

利
益
が
飛
ぶ
と
い
う
か
ら

「
急
激
な
変
動
は
頭
痛
の

種
」
と
な
る
。

　
し
か
し
、
岩
田
社
長
の
目

線
は
も
っ
と
高
い
位
置
に
あ

る
。「
本
来
は
21
年
度
ま
で

の
現
行
中
計
で
コ
ア
営
業
利

益
２
８
０
０
億
円
を
目
指
し

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
下
の
市
場

の
激
変
を
受
け
て
こ
の
目
標

は
22
～
24
年
度
の
次
期
中
計

で
目
指
す
こ
と
に
し
た
が
、

現
状
は
満
足
で
き
る
状
況
で

は
な
い
」
と
強
調
す
る
。
社

長
就
任
時
か
ら
口
に
し
て
き

た
「
総
合
化
学
と
し
て
の
コ

ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
・
プ
レ
ミ

ア
ム
」
を
フ
ル
に
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
成
長
事
業
だ
け

で
な
く
基
盤
事
業
で
あ
る
石

油
化
学
の
収
益
力
拡
充
が
不

可
避
と
な
る
。
悲
願
だ
っ
た

ペ
ト
ロ
ラ
ー
ビ
グ
の
収
益
面

で
の
戦
力
化
を
成
し
得
た
次

の
一
手
が
注
目
さ
れ
る
。

岩田圭一社長

１
～
３
月 

農
薬
販
売
と
為
替
カ
ギ

東 
亞 

合 

成

ト
ヨ
タ「
ミ
ラ
イ
」に

高
機
能
接
着
剤
採
用

　
東
亞
合
成
の
高
機
能
接
着

剤
２
製
品
が
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
燃
料
電
池
車
、
新
型
「
ミ

ラ
イ
」
に
採
用
さ
れ
た
。

　
一
つ
は
光
硬
化
型
樹
脂

「
ア
ロ
ニ
ッ
ク
ス
」
を
ベ
ー

ス
と
し
た
Ｕ
Ｖ
硬
化
型
接
着

剤
「
ア
ロ
ニ
ッ
ク
ス
Ｕ
Ｖ

Ｘ
」。
同
製
品
は
燃
料
電
池

セ
ル
内
の
接
着
が
困
難
な
電

解
膜
と
セ
ル
内
部
品
と
の
接

着
性
や
接
着
剤
塗
布
性
を
高

め
、
燃
料
電
池
内
部
で
ガ
ス

漏
れ
を
防
ぐ
接
着
シ
ー
ル
効

果
を
発
揮
す
る
。
Ｕ
Ｖ
硬
化

で
組
み
立
て
工
程
時
間
の
短

縮
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
も

寄
与
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
が
特
殊
変
性
オ

レ
フ
ィ
ン
系
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト

「
ア
ロ
ン
メ
ル
ト
」
だ
。
燃

料
電
池
セ
ル
に
用
い
ら
れ
る

金
属
セ
パ
レ
ー
タ
ー
同
士
を

強
固
に
接
着
し
、
ガ
ス
の
流

路
を
確
保
す
る
。
こ
れ
ら
２

製
品
は
燃
料
電
池
セ
ル
内
で

反
応
さ
せ
電
気
を
発
生
さ
せ

る
水
素
と
酸
素
の
流
路
を
保

ち
、
生
成
さ
れ
た
水
の
排
水

性
を
高
め
る
シ
ー
ル
や
部
品

接
着
に
使
わ
れ
る
。
い
ず
れ

も
燃
料
電
池
車
の
心
臓
部
と

言
え
る
発
電
シ
ス
テ
ム
で
重

要
な
役
割
を
担
い
、
耐
久
性

や
信
頼
性
な
ど
で
高
い
車
載

ス
ペ
ッ
ク
を
満
た
し
た
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
イ
ソ
ソ

ル
バ
イ
ド
系
バ
イ
オ
エ
ン
プ

ラ
「
デ
ュ
ラ
ビ
オ
」
に
、
塗

装
工
程
が
不
要
な
メ
タ
リ
ッ

ク
カ
ラ
ー
品
種
を
追
加
し

た
。
新
品
種
は
既
に
ダ
イ
ハ

ツ
工
業
の
小
型
多
目
的
ス
ポ

ー
ツ
車
「
ロ
ッ
キ
ー
」
な
ど

数
車
種
の
内
装
材
に
採
用
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
拡
販

を
図
る
。

　
デ
ュ
ラ
ビ
オ
の
色
は
従
来

ピ
ア
ノ
ブ
ラ
ッ
ク
な
ど
が
あ

る
が
、
メ
タ
リ
ッ
ク
カ
ラ
ー

品
種
を
追
加
し
、
19
年
11
月

に
発
売
さ
れ
た
ロ
ッ
キ
ー
の

ス
テ
ア
リ
ン
グ
ス
イ
ッ
チ
ベ

ゼ
ル
に
採
用
さ
れ
た
。
メ
タ

三
菱
ケ
ミ
カ
ル 

車
内
装
材
に

メ
タ
リ
ッ
ク
調
追
加

バ イ オ
エンプラ

リ
ッ
ク
カ
ラ
ー
の
部
品
は
色

ム
ラ
を
低
減
す
る
た
め
に
塗

装
工
程
が
必
要
だ
っ
た
が
、

新
品
種
は
デ
ュ
ラ
ビ
オ
本
来

の
透
明
性
を
生
か
し
、
顔
料

に
よ
る
着
色
の
み
で
高
輝
度

で
高
級
感
の
あ
る
風
合
い
を

表
現
で
き
る
。

　
デ
ュ
ラ
ビ
オ
は
、
再
生
可

能
な
植
物
由
来
原
料
イ
ソ
ソ

ル
バ
イ
ド
を
使
用
し
た
バ
イ

オ
エ
ン
プ
ラ
。
耐
衝
撃
性
、

耐
熱
性
、
耐
候
性
な
ど
の
点

で
従
来
の
一
般
的
な
エ
ン
プ

ラ
に
勝
る
物
性
が
あ
る
。
発

色
性
が
良
く
、
顔
料
を
配
合

す
る
だ
け
で
、
つ
や
や
か
で

光
沢
の
あ
る
表
面
を
作
れ

る
。
表
面
が
硬
く
擦
り
傷
が

付
き
に
く
い
特
徴
も
あ
る
た

め
塗
装
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
工

程
が
不
要
と
な
り
、
製
造
時

に
塗
料
か
ら
発
生
す
る
揮
発

性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）

低
減
と
加
工
時
間
短
縮
を
実

現
す
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
が

高
く
評
価
さ
れ
、
自
動
車
の

内
外
装
意
匠
部
品
へ
の
採
用

が
進
ん
で
い
る
。
表
面
に
付

着
し
た
菌
が
残
り
に
く
い
物

性
も
あ
る
。

車
載
用
Ｌ
ｉ
Ｂ

欧
で
関
連
特
許

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
と
子
会
社

の
Ｍ
Ｕ
ア
イ
オ
ニ
ッ
ク
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
共
有
す
る

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
Ｌ

ｉ
Ｂ
）
に
関
す
る
特
許
が
欧

州
で
成
立
し
た
。
両
社
は
車

載
用
Ｌ
ｉ
Ｂ
向
け
電
解
液
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
需
要
地
、
欧
州
で
の

事
業
拡
大
を
加
速
さ
せ
る
。

　
ニ
ッ
ケ
ル
含
有
正
極
材
と

ジ
フ
ル
オ
ロ
リ
ン
酸
リ
チ
ウ

ム
を
含
む
電
解
液
と
の
組
み

合
わ
せ
に
関
す
る
特
許
を
成

立
さ
せ
た
。
こ
の
特
許
技
術

は
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
出
力
特
性
と
繰

り
返
し
充
放
電
に
伴
う
容
量

維
持
特
性
を
同
時
に
向
上
で

き
、
車
載
用
に
求
め
ら
れ
る

高
寿
命
、
高
出
力
、
高
速
充

電
可
能
な
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
構
築
に

極
め
て
有
用
だ
。
日
本
、
米

国
、
中
国
、
韓
国
で
は
特
許

が
成
立
済
み
で
、
電
気
自
動

車
の
需
要
が
伸
長
し
て
い
る

欧
州
で
新
た
に
特
許
が
認
可

さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
権
利
が
成

立
し
た
。

　
帝
人
は
豪
州
の
低
速
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
開
発
企
業

ア
プ
ラ
イ
ド
Ｅ
Ｖ
（
Ａ
Ｅ

Ｖ
）
と
共
同
で
、
自
動
運
転

へ
の
対
応
が
可
能
な
低
速
Ｅ

Ｖ
向
け
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
ブ
ラ
ン
ク
・
ロ
ボ
ッ
ト
」

＝
写
真
＝
を
開
発
し
た
。
バ

ッ
テ
リ
ー
、
モ
ー
タ
ー
、
ブ

レ
ー
キ
、
走
行
を
管
理
す
る

電
子
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
の

機
能
を
内
蔵
し
た
車
台
で
、

そ
の
上
に
車
体
を
搭
載
す
れ

ば
自
動
運
転
が
可
能
な
低
速

Ｅ
Ｖ
が
仕
上
が
る
。
両
社
は

22
年
後
半
に
ブ
ラ
ン
ク
・
ロ

ボ
ッ
ト
を
使
用
し
た
低
速
Ｅ

Ｖ
の
実
用
化
を
目
指
す
。
運

送
、
工
業
、
医
療
、
一
般
交

通
な
ど
幅
広
い
用
途
で
の
活

用
を
想
定
し
、
車
体
設
計
や

走
行
技
術
の
向
上
を
図
る
。

　
ブ
ラ
ン
ク
・
ロ
ボ
ッ
ト
の

サ
イ
ズ
は
約
３
・
２
×
１
・

２
㍍
。
ト
ッ
プ
カ
バ
ー
に
は

帝
人
子
会
社
の
自
動
車
向
け

帝
人 

自
動
運
転
対
応
、豪
社
と

低
速
Ｅ
Ｖ
車
台
を
開
発

複
合
成
形
材
料
製
品
メ
ー
カ

ー
、
米
Ｃ
Ｓ
Ｐ
製
の
軽
量
・

高
強
度
・
高
剛
性
な
ガ
ラ
ス

繊
維
シ
ー
ト
モ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
（
Ｇ
Ｆ
―

Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
を
用
い
た
。
こ
れ

ま
で
の
ア
ル
ミ
製
ト
ッ
プ
カ

バ
ー
に
比
べ
約
20
％
の
軽
量

化
と
、
約
４
平
方
㍍
の
広
面

積
を
実
現
し
た
。

　
金
属
で
は
成
形
が
困
難
な

薄
肉
で
複
雑
な
形
状
を
約
３

分
で
一
体
成
形
し
、
容
易
に

シ
ー
ル
性
を
確
保
で
き
る
。

こ
の
た
め
自
動
走
行
に
必
要

な
機
能
を
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
に
内
蔵
し
、
水
や
熱
か
ら

保
護
で
き
る
。
耐
火
性
、
寸

法
安
定
性
、
耐
腐
食
性
に
も

優
れ
る
。

　
帝
人
と
Ａ
Ｅ
Ｖ
は
19
年
、

低
速
Ｅ
Ｖ
の
軽
量
化
に
向
け

た
共
同
開
発
契
約
を
締
結
し

要
素
技
術
の
開
発
・
確
立
を

進
め
て
き
た
。

Ｉ
Ｅ
と
代
理
店
契
約

水
素
燃
料
電
池

英
社
製
を
販
売

　
帝
人
は
英
国
の
燃
料
電
池

メ
ー
カ
ー
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
（
Ｉ
Ｅ
）

と
、
日
本
で
の
水
素
燃
料
電

池
の
販
売
代
理
契
約
を
締
結

し
た
。
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ

を

排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
電

源
と
し
て
水
素
燃
料
電
池
を

情
報
通
信
業
や
建
設
業
、
製

造
業
向
け
な
ど
に
販
売
し
、

30
年
度
ま
で
に
売
上
高
10
億

円
を
目
指
す
。

　
帝
人
が
販
売
す
る
の
は
出

力
１
・
２
、
２
・
５
、
４
・

０
㌔
㍗
の
３
種
類
の
固
体
高

分
子
形
燃
料
電
池
。
重
量
は

１
台
10
～
20
㌔
㌘
と
軽
く
、

コ
ン
パ
ク
ト
性
に
優
れ
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
発

電
装
置
に
組
み
込
む
こ
と
が

可
能
。
静
粛
性
に
優
れ
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
ほ
と
ん
ど
必

要
な
く
運
用
し
や
す
い
利
点

も
あ
る
。
廃
棄
物
が
発
生
せ

ず
、
土
壌
汚
染
の
問
題
が
な

い
。
日
本
フ
イ
ル
コ
ン
が
採

用
に
向
け
て
実
証
試
験
を
行

っ
て
い
る
。

宇
部
興
産
、通
信
部
品

子
会
社
全
株
式

京
セ
ラ
に
譲
渡

　
宇
部
興
産
は
京
セ
ラ
と
の

共
同
出
資
会
社
で
あ
る
京
セ

ラ
宇
部
Ｒ
Ｆ
テ
ッ
ク
（
滋
賀

県
野
洲
市
）
の
全
株
式
を
１

月
28
日
付
で
京
セ
ラ
に
譲
渡

し
た
。

　
５
Ｇ
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム

市
場
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る

な
か
、
宇
部
興
産
は
19
年
12

月
に
通
信
部
品
の
セ
ラ
ミ
ッ

ク
フ
ィ
ル
タ
ー
を
製
造
す
る

１
０
０
％
子
会
社
ユ
ー
・
イ

ー
・
エ
ル
の
株
式
51
％
を
京

セ
ラ
に
譲
渡
し
、
同
子
会
社

の
フ
ィ
ル
タ
ー
設
計
技
術
力

と
京
セ
ラ
の
生
産
技
術
力
や

グ
ロ
ー
バ
ル
な
営
業
力
の
融

合
を
通
じ
て
拡
大
を
目
指
し

て
き
た
。

　
京
セ
ラ
の
５
Ｇ
に
関
連
し

た
通
信
事
業
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
迅
速
な
開
発
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
宇
部
興
産
は

共
同
出
資
会
社
の
事
業
運
営

を
京
セ
ラ
に
全
面
的
に
任
せ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断

し
た
。

　
日
本
化
薬
が
５
Ｇ
（
次
世

代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）
対

応
を
見
据
え
20
年
度
初
め
に

本
格
投
入
し
た
独
自
開
発
の

マ
レ
イ
ミ
ド
樹
脂
が
、
基
板

用
途
が
順
調
に
拡
大
し
同
年

度
に
数
億
円
規
模
の
売
上
高

を
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
基
板
用
途
は
従
来
か

ら
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
展
開
し

豊
富
な
採
用
実
績
を
上
げ
て

お
り
、
５
Ｇ
関
連
の
基
板
用

途
で
の
マ
レ
イ
ミ
ド
樹
脂
採

用
に
つ
な
が
っ
た
。

　
本
格
投
入
し
た
マ
レ
イ
ミ

ド
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
―
３
０
０
０
」

は
単
独
で
ガ
ラ
ス
転
移
温
度

（
Ｔ
ｇ
）
が
３
５
０
度
Ｃ
、

誘
電
正
接
が
10
㌐
㌹
で
０
・

０
０
３
。
非
ハ
ロ
ゲ
ン
で
難

燃
性
を
備
え
、
溶
剤
溶
解
性

日
本
化
薬 

今
期
売
上
高
数
億
円
に

マ
レ
イ
ミ
ド
樹
脂
拡
大

や
靭
性
も
併
せ
持
ち
顧
客
も

使
い
や
す
い
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
携
帯
電
話
基
地
局
、

サ
ー
バ
ー
の
基
板
向
け
な
ど

に
販
売
が
進
ん
で
い
る
。

　
本
来
の
物
性
を
保
持
し
な

が
ら
誘
電
正
接
を
低
減
し
た

タ
イ
プ
も
開
発
し
、
顧
客
評

価
中
だ
。
こ
れ
ら
新
タ
イ
プ

も
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

５
Ｇ
市
場
の
本
格
化
と
併
せ

て
拡
販
に
つ
な
げ
る
。

　
日
本
ゼ
オ
ン
の
シ
ク
ロ
オ

レ
フ
ィ
ン
ポ
リ
マ
ー
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
）
が
好
調
だ
。
20
年
10
～

12
月
期
の
出
荷
量
は
前
年
同

期
比
10
％
増
え
、
７
～
９
月

期
か
ら
24
％
伸
び
た
。
携
帯

端
末
の
マ
ル
チ
カ
メ
ラ
化
に

伴
う
光
学
レ
ン
ズ
向
け
需
要

が
牽
引
し
た
。
生
産
拠
点
の

水
島
工
場
（
倉
敷
市
）
で
は

現
在
、
７
月
完
工
予
定
で
能

力
増
強
が
進
行
中
。
そ
れ
に

伴
い
出
荷
量
を
調
整
し
て
い

る
た
め
、
当
面
は
需
給
タ
イ

ト
な
状
況
が
続
き
そ
う
だ
。

　
10
～
12
月
期
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の

出
荷
内
訳
は
光
学
レ
ン
ズ
向

け
な
ど
の
光
学
用
途
が
前
年

同
期
比
50
％
増
、
医
療
・
そ

の
他
用
途
が
５
％
減
だ
っ

日
本
ゼ
オ
ン 

レ
ン
ズ
向
け
牽
引

Ｃ
Ｏ
Ｐ
出
荷
１
割
増

10～12月

た
。
医
療
・
そ
の
他
用
途
の

減
少
も
出
荷
量
調
整
が
影
響

し
た
も
の
で
、
需
要
自
体
は

堅
調
さ
を
継
ぐ
。
医
療
用
途

で
は
予
め
薬
剤
が
充
填
さ
れ

た
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン
ジ

向
け
の
需
要
が
旺
盛
。
ガ
ラ

ス
を
代
替
す
る
筐
体
用
素
材

と
し
て
、
さ
ら
に
患
者
に
副

作
用
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
ー
シ

ョ
ッ
ク
）
を
引
き
起
こ
す
リ

ス
ク
が
低
い
素
材
な
ど
と
し

て
評
価
を
高
め
て
い
る
。

　
能
力
増
強
完
了
後
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
の
年
産
能
力
は
現
状
比
約

12
％
増
の
４
万
１
６
０
０
㌧

と
な
る
。
た
だ
光
学
、
メ
デ

ィ
カ
ル
両
用
途
を
中
心
に
引

き
続
き
旺
盛
な
需
要
が
見
込

ま
れ
、
フ
ル
生
産
フ
ル
販
売

に
な
る
の
は
時
間
の
問
題
。

既
に
次
期
増
産
計
画
の
検
討

を
始
め
、
同
工
場
で
の
増
産

も
限
界
に
来
て
い
る
こ
と
か

ら
、
第
２
拠
点
の
新
設
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

Ｌ
ｉ
Ｂ
材
開
発
を
加
速

セ
パ
レ
ー
タ
ー
改
質
剤
な
ど

大阪ソーダ
　
大
阪
ソ
ー
ダ
は
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
向

け
新
規
材
料
の
開
発
を
加
速

さ
せ
る
。
現
在
、
セ
パ
レ
ー

タ
ー
改
質
剤
、
高
容
量
負
極

材
用
水
系
バ
イ
ン
ダ
ー
、
単

層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

（
Ｓ
Ｗ
Ｃ
Ｎ
Ｔ
）
導
電
助

剤
、
全
固
体
電
池
用
ポ
リ
マ

ー
電
解
質
４
材
料
が
開
発
の

途
上
に
あ
り
、
将
来
の
成
長

エ
ン
ジ
ン
と
し
て
早
期
の
実

用
化
を
図
る
。

　
最
も
実
用
化
に
近
い
の
が

セ
パ
レ
ー
タ
ー
改
質
剤
だ
。

こ
れ
を
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
主
要
部
材

で
あ
る
セ
パ
レ
ー
タ
ー
に
塗

布
す
る
と
、
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
充
放

電
サ
イ
ク
ル
寿
命
が
延
び
る

ほ
か
、
セ
パ
レ
ー
タ
ー
の
耐

熱
性
が
向
上
す
る
。
高
い
安

全
性
が
求
め
ら
れ
る
車
載

用
、
定
置
用
、
ド
ロ
ー
ン
用

Ｌ
ｉ
Ｂ
な
ど
で
の
実
用
化
を

目
指
す
。
大
阪
ソ
ー
ダ
が
長

年
培
っ
て
き
た
ポ
リ
エ
ー
テ

ル
ゴ
ム
技
術
を
応
用
し
、
開

発
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　
次
に
実
用
化
が
近
い
の
が

高
容
量
負
極
材
用
水
系
バ
イ

ン
ダ
ー
。
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
高
容
量

化
を
実
現
す
る
負
極
用
シ
リ

コ
ン
系
活
物
質
の
結
着
性
に

優
れ
、
車
載
用
Ｌ
ｉ
Ｂ
メ
ー

カ
ー
が
評
価
し
て
い
る
。

　
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
電
極
を
形
成
す

る
際
に
、
電
極
の
抵
抗
を
低

減
す
る
た
め
に
使
う
導
電
助

剤
の
次
世
代
品
の
実
用
化
も

急
ぐ
。
導
電
性
が
極
め
て
高

い
Ｓ
Ｗ
Ｃ
Ｎ
Ｔ
を
提
案
し
て

お
り
、
こ
れ
で
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
高

出
力
化
や
導
電
助
剤
添
加
量

低
減
に
よ
る
活
物
質
増
量

（
高
容
量
化
）
が
実
現
す
る

点
を
訴
求
す
る
。

　
次
世
代
電
池
と
し
て
期
待

さ
れ
る
全
固
体
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
ポ

リ
マ
ー
電
解
質
フ
ィ
ル
ム
も

開
発
中
。
自
動
車
、
Ｌ
ｉ
Ｂ

メ
ー
カ
ー
が
評
価
し
て
い

る
。

　
大
阪
ソ
ー
ダ
は
将
来
の
成

長
エ
ン
ジ
ン
創
出
を
経
営
課

題
の
一
つ
に
掲
げ
、
成
長
市

場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
、

電
子
材
料
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

各
分
野
で
新
製
品
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
Ｌ
ｉ
Ｂ
向

け
新
規
材
料
は
エ
ネ
・
環
境

分
野
の
柱
だ
。

柑 

橘 

由 

来

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
発
売

　
大
阪
ソ
ー
ダ
は
脳
の
認
知

機
能
維
持
に
重
要
な
脳
内
炎

症
抑
制
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
柑
橘
（
か
ん
き
つ
）
由
来

ノ
ビ
レ
チ
ン
と
オ
ー
ラ
プ
チ

ン
を
含
む
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

開
発
し
「
爽
脳
柑
（
そ
う
の

う
か
ん
）」
の
商
標
で
発
売

す
る
。
自
社
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商

取
引
）
サ
イ
ト
で
販
売
し
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
向
け
な

ど
に
売
り
込
む
。
錠
剤
１
２

０
粒
入
り
（
１
カ
月
分
）
で

税
別
価
格
は
３
千
円
。
ヘ
ル

ス
ケ
ア
分
野
の
成
長
エ
ン
ジ

ン
の
一
つ
と
し
て
サ
プ
リ
メ

ン
ト
事
業
を
拡
大
す
る
。

　
爽
脳
柑
は
ポ
ン
カ
ン
由
来

の
ノ
ビ
レ
チ
ン
と
河
内
晩
柑

（
か
わ
ち
ば
ん
か
ん
）
由
来

の
オ
ー
ラ
プ
チ
ン
を
配
合
。

愛
媛
大
学
と
共
同
で
脳
内
炎

症
の
原
因
と
な
る
一
酸
化
炭

素
を
優
位
に
消
去
す
る
配
合

を
開
発
し
、
製
品
化
し
た
。

　
ポ
ン
カ
ン
と
河
内
晩
柑
は

松
山
工
場
が
あ
る
愛
媛
県
の

特
産
品
。
搾
汁
（
さ
く
じ
ゅ

う
）
し
た
後
の
果
皮
残
さ
を

爽
脳
柑
の
原
料
と
し
て
再
資

源
化
し
、
環
境
負
荷
低
減
に

貢
献
す
る
。


